
専用アプリによる認証
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認証アプリによる認証方式
専用のスマートフォンアプリを使った6ケタの数値を
30秒ごとに生成しその数値を使う方式です。
Pep Upではこちらの方式をオススメしています。

Google認証システム

「QRコード」を
使って設定

「セットアップキー」を
使って設定

まずは設定しましょう！

（このアプリは無料です）

※ここでは、Googleを紹介！
その他の認証アプリを利用できるかの確認は
「Pep Upよくある質問」よりご確認ください。Pep Up運営会社に
て仕様の確認が取れた認証アプリは順次追加されることがあります。
設定方法は同じです。
2025年9月12日現在：Google・Microsoftが利用可



ステップ 1

準備をしましょう
「 Google認証システム」をインストール
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（このアプリは無料です）

https://apps.apple.com/jp/app/google-authenticator/id388497605
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.google.android.apps.authenticator2
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ステップ2-1
（スマホだけで完結！）

２ クリック

スマホ内で
アプリ同士でやり
取りするっすよ〜

※コード名は、本来なんでもよいが、Pep Up以外でも認証アプ
リを利用する場合、どれがPep Upの認識コードかわからなくな
るため、「Pep Up」と入力しておくと困らない

1 コピー

セットアップキーを
コピーする

注意！

Pep Up用の生成設定をしましょう

Pep Up用が設定
され数字カギが
生成されるよう
になりました
ステップ３へ進
みましょう！

Pep Up内「⚙設定」から
「２段階認証」の設定！
※７ページ参照

スマホでPep Upにログイン！

スマホのホーム画面より
インストールした
Google認証アプリ
を開く

Pep Upアプリ

拡大図

３ ◆コード名は、
「Pep Up」と入力する
と困らない。
◆セットアップキーは
アプリの仕様によって、
「鍵」と表示されてい
ることもある。上から
２段目に
セットアップキー
を貼りつける。

PepUp

最後に
クリック

二次元
コード

Pep Upに
ログイン‼！

https://pepup.life/users/sign_in


ステップ2-2
（パソコンとスマホ両方が必要！）

Pep Up用の生成設定をしましょう

1
クリック

カメラ起動中

パソコンと
スマホを使うっす
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Pep Up用が設定
され数字カギが
生成されるように
なりました
ステップ３へ進み
ましょう！

スマホで
インストールした
Google認証アプリ
を開く

２ パシャ

ここから
スマホを使うっす

Pep Up内「⚙設定」から
「２段階認証」の設定！※７ページ参照

Pep Up ログイン まずは
Pep Upに

ログインしよう

https://pepup.life/users/sign_in


ステップ3

Pep Upに数字カギを入力し認証しましょう

6ケタの数字カギを「確認コード入力」の欄に入れて
認証アプリの有効化をします

30秒
カウンター

ステップ２でリンクした認証アプリに表示されている
認証コードを③認証コードの確認欄「認証コードを入力」に
入力して設定完了♪
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※カウンターで30秒ごとに
コードが変わります！
残り時間が少ない場合、
次のコードが表示されるまで
まち、新しいコードで
入力しましょう！

または

ステップ
２－１

ステップ
２－２

二次元
コード



設定完了

これで設定完了です。

「スマホはちょっと苦手で…」という方も大丈夫。
手順どおりにゆっくり進めれば、必ずできます。
ご家族に頼んでもOKです！「大事な健康データを守
る」ために、ぜひやってみてください。

一度設定すれば、自分から設定を解除しない限り
２段階認証を外すことはできません。
また、2025年9月17日以降は、認証アプリを認証解除
すると、自動的にメール認証が適用されます。

ここが赤いと
「設定中」です

解除したい場合は、設定画面の認証コード欄に6ケタ数
字カギを入力すれば解除できます。
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二次元
コード



設定画面
どこにある？

設定画面はPep Up内「⚙設定」にあります

アクセス端末ごとに「⚙設定」をご紹介
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スマートフォン
インターネットブラ

ウザ

スマートフ
ォンアプリ

パソコン
インターネットブラ

ウザ



会社メールアドレスを
利用していると、

個人メールアドレスを
利用している人より

セキュリティに不安が
生じます！

会社メールアドレスを利用している方へ
注意事項をまとめました！

１.会社メールアドレスに送信されるメールを受信できる端末がない場合、
ログインができない！（メール認証又は自動でメール認証が適用されている場合）

2.不正アクセス防止の為、ログインごとに配信される「ログインしました」の
メールを受信するタイミングがリアルタイムでなくなる可能性が高い為、
不正アクセスをされていても気づきづらい！

３．異動や転籍、退職などのタイミングで、メールアドレスの変更が生じる際、
メールアドレスの変更手続きを事前に対応しないと、ログインできなくなる！
※事前に次に利用するメールアドレスがわかっていることはほとんどない為、

会社メールアドレスを使い続けるデメリットになる
４．会社のセキュリティが向上すると、「Pep Up」から配信された

「２段階認証」の認証コードが突然受信できなくなる可能性がある。
※事前にセキュリティが変わって受信できなくなることがわかることはほとんどない為、

知らない間にログインができなくなります。

会社メールアドレスを
利用しているとどうなる？

下記の理由から
Pep Upの利用は

個人メールアドレスの
利用を推奨しています！

最後にチェック
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こまったとき

Pep Upってなんだっけ？登録していたかな？
わからなくなっちゃった…

■これからAタイプで登録したい、登録したか忘れた・
登録したかわからない など
・本人確認コードがわからない
・登録ができているかわからない
登録の有無、本人確認コードの通知などは、健保にて確認がで
きます。専用フォームよりお問合せください。

■健保営業日（祝祭日のぞく）
平日１０:００‐１６:３０
時間内の問合せは当日、時間外は翌営業日の為、回答までに２～３日かかる場合があります。

余裕をもって
申請してください

記号
番号
生年月日
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① ②

③

④

https://www.kenpo.gr.jp/jfekenpo/index.html


こまったとき
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ログインできない！なんで？どうして！？
まずは、Pep Upよくある質問を確認しよう！

・Pep Upよくある質問は日々更新されております。
・カスタマーサポートに問合せをすると、利用開始まで1週間以上かかる場合がございます！
・カスタマーサポートの返答がなく、ウォーキングチャレンジにエントリーできなくても、追加で
参加エントリーは受付できません。
※その為、余裕をもって、早めにご対応をお願いいたします。

【Pep Upよくある質問】

【Pep Upカスタマーサポート】

Pep Up運営会社も
人員を増やして対応して
いますが、多くの健保が

同時に２段階認証必須化
を行っている為、回答に

時間がかかります。

https://pepup.life/inquiry
https://support.pepup.life/hc/ja
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